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そ
の
他

、
「
ゲ
タ

」
を

「
麦
・
大
豆
直
接
支
払

」

に

、
「
ナ
ラ
シ

」
を

「
収
入

減
少
補
填

」
に
す
る
な
ど
用

語
を
変
更

。
農
協
系
統
に
よ

る
農
業
資
材
な
ど
の
低
減
対

策

、
農
業
共
済
制
度
に
お
け

る
共
済
引
受
反
収
の
適
正

化
ー
を
盛
り
込
ん
で
い
る

。

　
米
政
策
も
見
直
し
へ

　
　
生
産
調
整
拡
大
へ
の

　
　
　
一
時
金
支
払
実
現

　
同
対
策
と
あ
わ
せ
て
見
直

し
た
の
が
米
政
策

。
主
食
用

の
生
産
数
量
目
標
の
都
道
府

県
間
調
整
を
初
め
て
導
入
し

た

。
ま
た

、
生
産
調
整
の
確

実
な
実
施
に
向
け

、
　
年
度

で
の
生
産
調
整
拡
大
へ
の
一

時
金
支
払
い
を
実
現
し
た

。

地
域
全
体
と
し
て

、
生
産
調

整
の
達
成
に
取
り
組
む
地
域

水
田
農
業
推
進
協
議
会
と
の

間
で

、
5
年
間
に
渡
り

、
同

協
議
会
の
支
持
す
る
作
物
を

契
約
栽
培
す
る
農
業
者
に
は

「
踏
切
料

」
と
し
て
　
年
産

の
生
産
調
整
拡
大
分
に
つ
き

一
時
金
を
払
う

。
単
価
は

年
産
で
生
産
調
整
を
達
成
し

た
農
業
者
に
は
　
㌃
当
り
5

万
円

、
達
成
し
な
か

っ
た
農

業
者
に
は
3
万
円
を
交
付
す

る

。

同
協
議
会
と
の
契
約
に
基
づ

き

、
非
主
食
用
米
を
低
コ
ス

ト
で
生
産
す
る
技
術
試
験
に

3
年
間
に
渡
り
取
り
組
む
場

合
に
も

、
　
年
度
の
生
産
調

整
拡
大
分
に
つ
い
て
　
㌃
当

り
5
万
円
を
一
時
金
と
し
て

支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る

。

【
全
国
農
業
新
聞
転
載

】

面
積
要
件
に
特
認
制
度

交
付
金
は
支
払
い
前
倒
し

　
面
積
要
件
の
見
直
し
で

は

、
認
定
農
業
者
4
㌶

(

北

海
道
　
㌶

)

集
落
営
農
　
㌶

を
基
本
と
し
つ
つ
も

、
要
件

に
合
わ
な
く
て
も
市
町
村
が

加
入
を
認
め
る
特
認
制
度
を

設
け
る

。
「
地
域
水
田
ビ
ジ

ョ
ン

」
が
担
い
手
と
位
置
づ

け
た
認
定
農
業
者
と
集
落
営

農
組
織
は
市
町
村
が
認
め
れ

ば
経
営
規
模
に
関
わ
ら
ず

、

国
と
の
協
議
で
加
入
で
き
る

よ
う
に
す
る

。
「
周
囲
か
ら

認
め
ら
れ

、
熱
意
を
持

っ
て

営
農
す
る
人

」
も
加
入
対
象

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

。
認
定
農
業
者
は

、
硬
直
的

な
運
用
で
高
齢
者
を
排
除
し

な
い
よ
う

、
年
齢
制
限
の
廃

止
や
運
用
を
弾
力
化

。
集
落

営
農
の
組
織
化
と
法
人
化
で

も

、
実
態
を
踏
ま
え

、
指
導

を
弾
力
化
す
る

。
交
付
金
の

支
払
い
で
は

、
国
の
支
払
い

時
期
を
前
倒
し
し

、
緑
ゲ
タ

は
　
～
　
月
か
ら
7
～
8
月

へ

、
黄
ゲ
タ
の
麦
は
翌
年
2

～
3
月
か
ら
年
内
　
月
に
繰

り
上
げ
る

。
現
在

、
農
家
へ

の
支
払
い
が
販
売
代
金

、
緑

ゲ
タ
な
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
の
時

期
に
行
わ
れ
る
こ
と
で

、

「
手
取
り
額
が
減

っ
た

」
と

の
誤
解
を
与
え
て
い
た
こ
と

を
踏
ま
え

、
J
A
に
よ
る
一

括
立
て
替
え
払
い
も
可
能
と

す
る

。
同
対
策
の
加
入
申
請

書
類
も
負
担
軽
減
の
た
め
大

幅
に
簡
素
化
し

、
申
請
時
期

も
一
定
期
間
に
集
中
さ
せ

る

。

品目横断的経営安定対策見直し
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　政府・与党は、品目横断的経営安定対策の見直しを決めた。名称を「水田・畑作経営所得安定対策」(都道府県は
「水田経営所得安定対策」)に変更。「担い手」の要件を緩和し、手続きも大幅に簡素化、交付金の支払い方式も一本
化する。米政策の見直しと併せた必要財源を1,111億円とし、19年度補正予算案と20年度予算案に計上した。



水田 畑 計

面　積 (㎡) 284,858 47,805 332,663

筆　　数 102 15 117

所有者(耕作者) 69 14 81

面　積 (㎡) 27,804 3,613 31,417

筆　　数 7 1 8

所有者(耕作者) 7 1 8

面　積 (㎡) 567,176 130,066 697,242

筆　　数 253 40 293

所有者(耕作者) 180 40 214

面　積 (㎡) 879,838 181,484 1,061,322
筆　　数 362 56 418

所有者(耕作者) 245 55 284

田 畑
　　　　　筆数 面積(㎡)　筆数 面積(㎡) 筆数 面積(㎡)

29 1 331 30 9,888
44 3 2,418 47 36,514
81 12 15,728 93 136,899
35 9 23,544 44 111,376
26 8 27,629 34 118,482
13 2 9,216 15 65,813
12 1 5,751 13 70,248
6 1 6,819 7 44,349
1 1 7,407 2 14,918
4 1 8,827 5 42,581
2 2 23,778

1 22,396 1 22,396
253 40 130,066 293 697,242
86% 14% 19% 70% 66%

水田 畑 樹園地 計
面　積　(a) 4,488 3,091 100 7,679

所有者(耕作)者 82 68 3 133
面　積　(a) 11,548 5,651 17,199

所有者(耕作)者 181 127 263
面　積　(a) 16,036 8,742 100 24,878

所有者(耕作)者 263 195 3 396

小計

耕作放棄地
のある経営
体数と耕作
放棄地面積

区分

旧天間林

合計

旧七戸

　　　　　　　　　区　分

合　　　　計

既に樹木や灌木が生い茂り、容易に農地
に復元できない状態(農機具以外の重機で
抜根などしなければ農地として利用できな
い)

荒廃地化②

灌木は茂っていないがススキ等の雑草が
生い茂り、容易に農地に復元できない状
態(農機具以外の重機等によらなければ
農地として利用できない)

管理不良③

雑草等が繁茂しているが、トラクター等の農
機具で耕起等することにより農地に復元で
きる状態

耕地の状況
農地

区分

山林・原野化①
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昨
年
8
月
か
ら
9
月
に
か

け
て
実
施
し
た
農
業
委
員
に

よ
る
遊
休
農
地
等
実
態
調
査

で
は
1
0
6
㌶
の
面
積
が
確

認
さ
れ
ま
し
た

。

　
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す

。

耕
作
放
棄
地

106

遊
休
農
地

は

ヘ
ク
タ
ー
ル
！

　
今
回
の
調
査
は

、
農
振
農

用
地
区
域
内
を
重
点
的
に
行

い

、
そ
の
中
で
も
近
隣
農
地

等
に
大
き
な
影
響
及
ぼ
す
と

思
わ
れ
る
遊
休
農
地
等
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
行

っ

た
も
の
で

、
 

年
農
林
業
セ

2007年8月～9月調査

「参考」　2005年農林業センサス調査

ン
サ
ス
に
比
較
す
る
と

、
調

査
面
積
で
 
%

、
遊
休
農
地

所
有
者
で
は
 
%
で
あ
る

。

　
ま
た

、
今
回
の
調
査
田
畑

の
面
積
割
合
で
は
田
　
%

、

畑
　
%
と
な

っ
て
い
る
こ
の

う
ち

、
農
機
具
等
に
よ
る
耕

起
等
に
よ
り
農
地
と
し
て
す

ぐ
に
で
も
利
用
可
能
な
農
地

(

③

)

は
　
筆

、
約
　
㌶
で

　
%
を
占
め
て
い
る

。

43

05

72

83

17

70

66

293

ま
た

、
圃
場
は
1
千
㎡
以
上

の
広
が
り
を
持
つ
も
の
が

筆
で
　
㌶
と
③
全
体
の
　
%

を
占
め
て
お
り

、
圃
場
条
件

等
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

、

そ
の
活
用
が
望
ま
れ
る

。

　
今
後

、
こ
れ
ら
農
地
耕
作

者

(

所
有

)

に
は

、
文
書
に

よ
る
意
向
調
査
や
農
業
委
員

に
よ
る
訪
問
指
導
な
ど
の
事

情
調
査
等
を
行
い

、
認
定
農

2007年8月～9月調査③の内訳

9,557
34,096

121,171
87,832
90,853
56,597
64,497
37,530
7,511

33,754
23,778

567,176
81%

500㎡未満
501㎡～1,000㎡未満
1,001㎡～2,000㎡未満
2,001㎡～3,000㎡未満
3,001㎡～4,000㎡未満
4,001㎡～5,000㎡未満
5,001㎡～6,000㎡未満
6,001㎡～7,000㎡未満
7,001㎡～8,000㎡未満
8,001㎡～9,000㎡未満
10,001㎡～15,000㎡未満
20,001㎡～25,000㎡未満
　　　　　　　計
　　　　　　　率

216

60

93

　農地が荒れてしまってからでは間にあいません！
　自分で耕作できなくなったときは、
　　地元の農業委員又は農業委員会事務局へご相談ください。

業
者
や
規
模
拡
大
農

家
へ
の
利
用
集
積
を

図
る
な
ど

、
遊
休
農

地
の
解
消
に
努
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で

、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す

。

-1-
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第
　
回
青
森
県
農
業
委
員
大
会

議
案
第
一
号
W
T
O
農
業
交

渉
並
び
に
E
P
A
/
F
T
A

交
渉
に
関
す
る
要
請

(

案

)

議
案
第
二
号
活
力
あ
る
農
業

・
農
村
の
再
生
に
向
け
た
施

策
充
実
に
関
す
る
要
請

(

案

)

議
案
第
三
号

「
農
地
と
担
い

手
を
守
り
生
か
す
運
動

」
の

実
効
あ
る
取
組
の
徹
底
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ

(

案

)

を

満
場
一
致
で
採
択
し
盛
会
裏

の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た

。県農業会議会長から表彰を受ける当町鳥谷部会長

51

∞∞　平成19年度農業委員視察・研修　∞∞

 
調
査
方
法
と
し

て

、
農
業
委
員
・

認
定
農
業
者
で
構

成
さ
れ
る
農
地
の

効
率
的
利
用
促
進

検
討
委
員
会
委
員

　
名
で
調
査
を
実

施

、
認
定
農
業
者

を
入
れ
て
い
る

。

(

土
地
所
有
者
の

把
握
が
容
易
と
な

る
メ
リ

ッ
ト
が
あ

る

。)

つ
が
る
市

は
平
野
地
帯
で
も

あ
り

、
水
田
で
は

土
地
改
良
が
ほ
ぼ

終
了
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら

、
圃

場
条
件
が
良
く
遊

休
農
地
は
少
な
い

が

、
平
野
部
と
丘

陵
境
界
付
近
の
畑

地
の
遊
休
地
が
多

く
な

っ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ

っ
た

　
ま
た

、
遊
休
解

消
重
点
地
区
と
し

て
圃
場
整
備
地
区

を
設
定
し
て

、
今

後
の
農
地
利
用
の

意
向
調
査
を
行
う

と
と
も
に

、
土
地

改
良
事
業
実
施
区

域
で
も
あ
る
こ
と

12

○
研
修
に
参
加
し
て
○

　
青
森
県
農
業
会
議
並
び
に

県
下
市
町
村
農
業
委
員
会
主

催
に
よ
る
第
　
回
青
森
県
農

業
委
員
大
会
は

、
県
内
農
業

委
員
約
一
千
名
が
参
加
し

、

平
成
　
年
　
月
　
日
五
所
川

原
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
大
会
で
は

、
地
域
農
業
等

に
功
績
の
あ

っ
た
農
業
委
員

の
表
彰
が
行
わ
れ

、
本
町
か

ら
は
鳥
谷
部
会
長
が
永
年
勤

続
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

20
51

19

11

統
合
を
行
う
と
同
時
に
農
地

地
図
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

。
遊
休
農
地
対
策
と
し
て

、

平
成
　
年
度
に
遊
休
農
地
解

消
普
及
活
動
事
業
を
実
施
し

て
お
り

、
市
内
の
1
万
4
千

1
百
5
十
4
㌶
の
実
態
調
査

で
は

、
　
㌶

(

土
地
所
有
者

　
名

)

が
確
認
さ
れ
て
い
る

か
ら

、
関
係
土
地
改
良

区
と
の
協
議
な
ど
も
行

い
な
が
ら
解
消
に
努
め

て
い
る

。

 
当
町
と
は
地
理
的
条

件
等
の
違
い
は
あ
る

が

、
研
修
内
容
の
一
端

を
お
知
ら
せ
し

、
報
告

と
し
ま
す

26.7

56

18

　
ま
た

、
基
調
講

演
で
は
全
国
農
業

会
議
所
参
事
役
袖

木
茂
夫
氏
か
ら

「
農
地
政
策
の
見

直
し
を
め
ぐ
る
情

勢
と
今
後
の
農
業

委
員
活
動
の
あ
り

方

」
と
題
し

、
①

農
地
政
策
の
見
直

し
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
②
農

地
の
権
利
移
動
規

制
の
堅
持
③
担
い

手
へ
の
農
地
の
面

的
集
積
の
促
進
④

農
地
情
報
の
共
有

と
効
率
的
利
用
⑤

優
良
農
地
の
確
保

と
耕
作
放
棄
地
対

策
な
ど
に
つ
い
て

公
演
が
行
わ
れ

、

大
会
決
議
で
は
昨

年
度
の
大
会
決
議

事
項
の
経
過
報
告

と
本
年
度
の
決
議

事
項
と
し
て

、

　
当
町
農
業
委
員
は
最
近
増

加
し
つ
つ
あ
る
遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
実
情

調
査
の
た
め
の
研
修
を
平
成

 
年
 

月
　
日
に
実
施
し

た

。
視
察
先
は
つ
が
る
市
で

あ
る

。
つ
が
る
市
は
平
成

年
2
月
　
日
に
木
造
町

、
森

田
村

、
柏
村

、
車
力
村
が
合

併
し
青
森
県
内
9
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
て
い
る

。
市

行
政
区
域
面
積
は
2
百
5
十

3
・
5
4
平
方
キ
ロ

、
人
口

は
2
0
0
5
年
国
勢
調
査
で

は
4
万

、
総
農
家
数
は
4
千

3
百
6
十
7
戸

、
農
地
面
積

は
1
万
4
千
1
百
5
十
4
㌶

、
主
な
農
産
物
は
米

、
メ
ロ

ン

、
り
ん
ご

、
ス
イ
カ
等
と

な

っ
て
い
る

。

　
農
業
委
員
会
の
事
務
局
は

事
務
局
長
を
含
む
 

名
と
合

併
に
よ
り
守
備
範
囲
が
広
く

な

っ
た
こ
と
か
ら
事
務
局
体

制
は
万
全
と
言
わ
な
い
ま
で

も

、
充
実
し
た
事
務
局
体
制

を
布
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る

。
つ
が
る
市
で
も
県
内
市

町
村
と
同
様
に

、
担
い
手
の

減
少
や
高
齢
化

、
遊
休
・
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

、
農

地
利
用
を
め
ぐ
る
状
況
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら

、
合
併
を
機
に
4
町

村
の
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
の 上野貞次郎委員

つがる市柏支所会議室で説明を受ける委員

19

11

20

17

11

11
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農
地
等
の
生
前
一
括
贈

与
に
係
る
贈
与
税
納
税

猶
予
及
び
不
動
産
取
得

税
徴
収
猶
予
の
継
続
届

出
書
の
提
出
に
つ
い
て

も
ち
つ
き
ま
ん
の
お
兄
さ
ん

た
ち
が

、
力
い

っ
ぱ
い
お
も

ち
を
つ
い
て
く
れ
ま
し
た

。

　
つ
い
た
お
も
ち
は
み
ん
な

で
こ
ね
こ
ね
し
て

、
の
ば
し

て

、
給
食
の
お
ば
さ
ん
や
保

育
士
さ
ん
た
ち
が
ち
ぎ

っ
て

、
あ
ん
こ
や
き
な
こ
・
ご
ま

を
つ
け
て
く
だ
さ
り

、
つ
き

た
て
の
お
も
ち
を
み
ん
な
で

た
べ
ま
し
た

。

　
年
長
組
み
さ
ん
も

、
重
い

杵
を
も

っ
て
お
も
ち
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た

。
と
て
も
楽

し
か

っ
た
で
す

。
ま
た
餅
つ

き
を
し
た
い
と
元
気
な
声
が

返

っ
て
き
ま
し
た

。

　
今
年
も

「
も
ち
つ
き
ま
ん

」
が
保
育
園
に
や

っ
て
き
た

。
1
月
　
日
こ
の
日
も
ち
つ

き
ま
ん
と
な

っ
た
の
は

、
J

A
と
う
ほ
く
天
間
青
年
部
の

天
間
林
支
部

(

代
表
本
間
雅

也

)

の
お
兄
さ
ん

(

お
じ
さ

ん
?

)

達
だ

。
こ
こ
数
十
年

来

、
昔
な
が
ら
の
臼
で
つ
く

餅
つ
き
が
家
庭
で
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら

、

　
年
ほ
ど
前
か
ら
J
A
天
間

林
青
年
部
が
子
供
と
の
ふ
れ

あ
い
も
兼
ね
て
食
農
教
育
の

一
環
と
し
て
始
め
た
も
の

で

、
3
箇
所
の
保
育
所
を
訪

問
し

、
餅
つ
き
を
行

っ
た

。

保
育
園
に
は
も
ち
つ
き
の
歌

の
大
合
唱
が
！

榎林保育所にて　給食のおばさんともちをのばして

　
ぷろふぃーる
　なまえ　もちつきまん
　なかま　JAとうほく天間青年部のお兄さん
　せいかく　とてもまじめ
　しごと　みんなによろこんでもらうため もちを ついている
　とくちょう　まいとしもちを ついているので もちつきのいきも ぴったり
　とくい　とても もちつきが じょうず
でーた　もちつきまんは、のうぎょうがだいすきなおにいさんです
　　　　　　　もちつきまんのつくおもちはとってもおいしいんだよ

 
農
地
等
の
生
前
一
括
贈
与

を
受
け
た
方
で

、
納
税
猶
予

を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は

、

3
年
ご
と
に
納
税
猶
予
等
の

継
続
届
出
が
必
要
で
す

。
十

和
田
税
務
署
並
び
に
県
税
事

務
所
で
は

、
該
当
者
の
方
に

手
続
き
を
す
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が

、
い
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は

、
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
に

継
続
届
出
書
を
提
出
し
て
特

例
制
度
の
適
用
を
受
け
て
く

だ
さ
い

。

　
な
お

、
こ
の
届
出
書
が
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は

、
特
例
制
度
の
適
用
が

打
切
ら
れ

、
猶
予
さ
れ
て
い

た
贈
与
税
・
不
動
作
取
得
税

は

、
全
額
と
猶
予
期
間
中
の

利
子
税
を
加
え
た
合
計
額
を

一
括
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で

、
注
意
が
必
要

で
す

。
送
付
さ
れ
た
書
類
等

紛
失
の
場
合
に
は

、
農
業
委

員
会
ま
で
申
し
出
て
手
続
き

を
行

っ
て
く
だ
さ
い

。

　
ま
た

、
贈
与
し
た
方
が
死

亡
し
た
場
合
に
は

、
速
や
か

に
納
税
免
除
の
た
め
の
届
出

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

道ノ上保育所にて　もちつきまんといっしょに　ぺったん ぺったん ぺったんこ

天間みどり保育園にて 保育士さんの掛け声で　それ、ぺったんぺったんぺったんこ

20

18
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35歳未満 35歳以上

(認定農業者)「青色申告者」 年金受給額

5年間据え置き65歳から

農業経営主40歳(水稲・畑・畜産部門担当) 60歳まで20年間 月額20,000円 月額6,000円 月額14,000円 年額受給予定額

月額20,000円 　　　　　　　　　327,900円

72万円 　　(年金原資)

408万円 480万+運用利益

農業経営主の妻34歳(園芸部門担当) 60歳まで26年間 月額20,000円 月額10,000円 月額10,000円 年額受給予定額

月額6,000円 月額14,000円 　　　　　　　　　386,900円

192万円 月額20,000円  　(年金原資)

540万円 732万+運用利益

年金受給額

(一般農家) 5年間据え置き65歳から

農業経営主50歳(水稲・畜産部門担当) 60歳まで10年間 月額20,000円 月額20,000円 年額受給予定額

　　　　　　　　　149,200円

240万円 　　(年金原資)

240万円+運用利益

経営主の妻45歳(畑作部門担当) 60歳まで15年間 月額20,000円 月額20,000円 年額受給予定額

　　　　　　　　　202,800円

360万円 　　(年金原資)

360万円+運用利益

加入期間 基本保険料
助成額A
(政策支援)

支払保険料B

支払保険料B
助成額A

(政策支援)
基本保険料加入期間

4千円(2割)

―

3

2

　認定農業者か青色申告者のいずれか一方
を満たす者で3年以内に両方を満たすことを
約束した者

6千円(3割)

5
　35歳未満の後継者で35歳まで(25歳未満
の者は10年以内)に1の者となることを約束し
た者

4

1

6千円(3割)

認定農業者で青色申告者

補助割合

　1又は2の者と家族経営協定を締結し、経営
に参画している配偶者、後継者

認定就農者で青色申告者
1万円(5割)

区　　　分

 - しちのへ　農業委員会だより 「臨時増刊号(通巻第10号)」 -　　　　　2008年2月

　
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
措

置
は
数
多
く
あ
る
が

、
い
ま

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

、
農

業
者
年
金
の
保
険
料
助
成

だ

。

　
当
該
年
金
の
新
規
加
入
者

数
は

、
　
年
度
の
1
6
5
3

人
か
ら
　
年
度
に
は
2
2
9

農
業
者
年
金
保
険
料
を
助
成

対
象
に
な
る
認
定
農
業
者
と

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て

経
営
に
参
画
し
い
て
る
配
偶

者
や
後
継
者
も
政
策
支
援
加

入
の
対
象
者
と
な
る
こ
と
が

で
き
る

。

助
成
額
も
同
じ
だ

。

　
農
業
者
年
金
の
類
型
加
入

　認 定 農 業 者 の メ リ ッ ト

6
2
人

、
　
年

度
は
4
～
9
月

の
半
年
間
で
既

に
1
5
6
2
人

と
前
年
を
大
幅

に
上
回
る
ペ
ー

ス
で
増
加
し
て

い
る

。

　
加
入
方
法
に

は
通
常
加
入
と

政
策
支
援
加
入

が
あ
り

、
保
険

料
の
助
成
が
受

け
ら
れ
る
の
が

後
者

。
認
定
農

業
者
で
青
色
申

告
し
て
い
る
農

業
者
の
場
合

、

基
本
保
険
料
の

月
額
2
万
円
に

対
し
て

、
　
歳

未
満
で
あ
れ
ば

5
割
の
1
万
円

、
　
歳
以
上
で

あ
れ
ば
3
割
の

6
千
円
の
補
助

が
受
け
ら
れ

る

。

ま
た

、
補
助
の

者
は
　
年
9

月
末
で
8
万

5
5
1
9
人

で

、
そ
の
う

ち
認
定
農
業

者
な
ど
の
政

策
支
援
加
入

者
は
2
万
3

7
7
1
人
と

　
%
を
占
め

る

。

 
政
策
支
援

の
対
象
者
に

は

、
認
定
農

業
者
で
青
色

申
告
し
て
い

る
人
や
　
歳

ま
で
に
認
定

農
業
者
に
な

る
こ
と
約
束

し
た
後
継
者

な
ど
も
含
ま

れ
る
が

、
い

ず
れ
も
認
定

農
業
者
に
な

る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い

る

。

　
農
業
者
年

金
制
度
は

、

農
業
者
の
老

後
の
生
活
の

安
定
と
と
も

に

、
担
い
手

(

認
定
農
業

者

)

を
支
援

す
る
政
策
支

援
な
の
だ

。

加
入
年
齢
が

若
け
れ
ば
若

い
ほ
ど
メ
リ

ッ
ト
が
大

農業者年金の政策支援要件と補助額

35

35 19
1817

35
19

《特集》

28

農業者年金は、知れば
　　知るほどお得！

例 1

家
族
経
営

協
定
締
結

積み立てたことと
なる保険料の額 国からの助成金

被保険者が支
払う保険料

35歳以上であれば、要件を満た
している期間10年間助成対象

26年間支払保険料総額10千円×12ヶ月+14千円×10年+20千円×12ヶ月×15年

20年間支払保険料総額14千円×12ヶ月×10年+20千円×12ヶ月×10年

10年間支払保険料総額20千円×12ヶ月×10年

15年間支払保険料総額20千円×12ヶ月×15年

10年間助成総額6千円×12ヶ月×10年

11年間助成総額10千円×12ヶ月+6千円×12ヶ月×10年

例 2

　実際の年金受領額は年金裁定時まで確定せず、それまでの運用結果により変動しますので、上記年金額を保証するも
のではありません。また、端数処理によって実際の年金額は若干異なることもありますので、試算結果は、あくまでも一つ
の目安としてご覧ください。　また、年金額の算定に当たっては、予定利率1.75%として試算しております。なお、不幸にして
80歳未満で亡くなられた場合には死亡一時金が受給されます。

※留意事項
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給付基礎額(A)
補償日額(B)
(A×80%)

保険料
(1人年額)

補　償　内　容　等

20,000 16,000 36,500 1. 療養保証給付
　　労災指定病院で全額無料の治療が受けられる。
2. 休業補償
　　休業（入院）した4日目から給付基礎額の80%の補償日額が支給され
る。
3. 障害補償給付
　　怪我の後に障害が残った場合に補償金が支給される
4. 障害保証年金
　　療養開始後1年を経ても直らないとき支給される。
5. 遺族補償給付
　　被保険者が不幸にして亡くなられた場合、遺族に年金又は一時金が
支給される。
6. 葬祭費
　　被保険者が不幸にして亡くなられた場合、遺族に支給される。

18,000 14,400 32,850
16,000 12,800 29,200
14,000 11,200 25,550
12,000 9,600 21,900
10,000 8,000 18,250
9,000 7,200 16,425
8,000 6,400 14,600
7,000 5,600 12,775
6,000 4,800 10,950
5,000 4,000 9,125
4,000 3,200 7,300
3,500 2,800 6,385

農業者のための労災保険特別加入制度について

死亡事故は他産業の2.5倍も、作業前にもう一度点検を

 - しちのへ　農業委員会だより 「臨時増刊号(通巻第10号)」 -　　　　　　2008年2月

　
近
年
の
農
機
具
の
大
型
化
多
様
化

は

、
農
作
業
を
行
な
う
上
で
便
利
で

も
あ
る
反
面
危
険
を
伴
い

、
作
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
も
あ
い
ま

っ
て
農

作
業
事
故
の
発
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん

。

　
労
災
保
険
は

、
本
来

、
労
働
者
の

負
傷

、
疾
病

、
障
害
死
亡
等
に
対
し

て
保
険
給
付
を
行
な
う
制
度
で
す

が

、
労
働
者
以
外
の
方
で
あ

っ
て
も

そ
の
作
業
の
実
態
や
災
害
の
発
生
状

況
な
ど
か
ら
み
て

、
特
に
労
働
者
に

準
じ
て
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
一
定
の
方
々
に
対
し
て
特

別
に
任
意
加
入
を
認
め
て
い
ま
す

。

　
自
営
農
業
者

（
労
働
者
以
外
の
家

族
従
事
者
な
ど
を
含
み
ま
す

）
で

あ

っ
て
次
の
機
械
を
使
用
し

、
土
地

の
耕
作
若
し
く
は
開
墾
又
は
植
物
の

栽
培
若
し
く
は
採
取
の
作
業
を
行
な

う
方
は

、
労
災
保
険
に
加
入
で
き
ま

す

。

◆
指
定
農
業
機
械

①
動
力
耕
運
機
そ
の
他
の
農

　
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

②
動
力
溝
堀
機

③
自
走
式
田
植
機

④
自
走
式
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ

 
ー
そ
の
他
の
自
走
式
防
除
機

⑤
自
走
式
動
力
刈
取
機

、
コ
ン
バ

 
イ
ン
そ
の
他
の
自
走
式
収
穫
用

 
機
械

⑥
ト
ラ

ッ
ク
そ
の
他
の
自
走
式
運

 
搬
用
機
械

⑦
定
置
式
又
は
携
帯
式
の
動
力
揚

 
水
機

、
動
力
草
刈
機
等
の
機
械

◆
保
険
の
期
間

4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
3
1
日

 
 
 
 
 
 

（
1
年
更
新

）

―
保
険
加
入
で
安
心
―

年間保険料・補償内容等

   　　　　　　　　　　　 例　1
　　Ａさんが怪我で18日間休業して治療をした場合
　　Ａさんが加入している保険料
　　　　　　10,950円（給付基礎日額6,000円に加入）
　　・補償　　治療費全額給付
　　・休業補償(休業4日目から)
　　　　4,800円×（18日-3日）＝72,000円休業補償を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受けられる。

　　　　　　　　　　　　　例　2
　 Ｂさんが怪我で18日間休業して治療をした場合
　　Ｂさんが加入している保険料
　　　　　　18,250円（給付基礎日額10,000円に加入）
　　・補償　　治療費全額給付
　　・休業補償(休業4日目から)
　　　　8,000円×（18日-3日）＝120,000円休業補償を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受けられる。

　労災保険加入についてのお問い合わせ
　農業委員会事務局まで
　℡　0176－68－2967（直通）

　　指定農業機械を使用中の事故に対する国の補償制度です。
保障期間は、4月1日以降の加入日から翌年の3月31日までで1年更新となっ
ています。　（随時加入もお奨めします。）

―
保
険
加
入
で
安
心
―

補　償　の　例

 
全
国
農
業
新
聞
は

、
農
家
の

経
営
と
生
活
に
役
立
つ
農
家
の

専
門
紙
で
す

。
是
非
ご
購
読
く

だ
さ
い

。

●
発
行
毎
週
金
曜
日

●
購
読
料
1
ヶ
月
6
0
0
円

●
購
読
申
し
込
み

　
七
戸
町
農
業
委
員
会

 
℡
6
8
|
2
9
6
7

全
国
農
業
新
聞

み
ん
な
で
読
も
う

　
平
成
　
年
も
早
や
2
月
を
迎

え

、
合
併
後
の
最
初
の
一
般
選
挙

に
よ
る
委
員
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た

。

　
ふ
り
か
え

っ
て

、
平
成
　
年
8

月
に
私
ど
も
5
名
は
編
集
委
員
を

お
お
せ
つ
か
り

、
同
年
　
月
に
は

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り

」
創
刊
号

を
発
刊

、
以
来

、
今
号
で
通
巻

号
発
行
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た

。

　
こ
の
間

、
国
の
農
業
情
勢
等

、

政
策
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り

、

不
透
明
感
を
増
し

、
農
業
に
携
わ

る
我
々
農
業
者
に
は
非
常
に
厳
し

く

、
農
業
経
営
を
一
層
不
安
定
な

も
の
に
し
て
お
り
ま
す

。

　
こ
の
た
め
編
集
委
員
会
と
し
て

は

、
国
に
お
け
る
農
業
政
策
や
移

り
変
わ
る
農
業
情
勢
な
ど
的
確

か

っ
迅
速
に
農
家
の
皆
様
方
に
情

報
を
お
届
す
る
こ
と
を
基
本
に
編

集
し
て
ま
い
り
ま
し
た

。

　
今
後
と
も

、
農
業
に
携
わ
る
者

の
視
点
で
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

発
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で

、
農
家
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

、

お
願
い
申
し
上
げ

、
編
集
後
記
と

い
た
し
ま
す

。

　
編
集
委
員
長
　
　
田
嶋
　
政
榮

　
編
集
副
委
員
長
　
和
田
　
明
彦

　
編
集
委
員
　
　
　
天
間
　
正
大

　
　
　
〃
　
　
　
　
小
栗
作
之
丞

　
　
　
〃
　
　
　
　
鳥
谷
部
長
作

編
集
後
記
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20
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